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【原著論文】  

 

 

中国「労働」教科にみるレリバンス構築の特質  

―初等教育における公民教育・キャリア教育の統合的カリキュラムを探

る―  

 

史鵬宇 ※  

 

摘要  

本 研 究 は 、中 国 で 2022 年 に 新 設 さ れ た 教 科「 労 働 」を 対 象 に 、そ の 教 材 構 造 を

分 析 し 、 公 民 教 育 と キ ャ リ ア 教 育 の 統 合 的 理 解 を 深 め る 視 点 を 提 示 す る こ と を 目

的 と す る 。 日 本 で は 両 者 の 理 念 的 接 近 が 進 む 一 方 、 教 科 や 教 材 の 設 計 は 依 然 と し

て 分 断 的 に 扱 わ れ 、統 合 的 枠 組 み の 欠 如 が 課 題 と な っ て い る 。そ こ で 、 Bruner の

レ リ バ ン ス 概 念 と Stuckey ら の 三 層 モ デ ル （ 個 人 的 ・ 社 会 的 ・ 職 業 的 ） を 理 論 的

基 盤 と し て 浙 江 省 版 教 科 書 を 分 析 し た 。そ の 結 果 、同 教 材 は 低 学 年 で 生 活 自 立 を 、

高 学 年 で 公 共 性 や 職 業 意 識 を 重 視 し 、 児 童 が 「 生 活 -社 会 -将 来 」 を 段 階 的 に 結 び

付 け る 構 造 を 備 え て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。 た だ し 、 公 共 性 の 一 面 的 強 調 な

ど 、 多 様 性 や バ ラ ン ス に 課 題 も 確 認 さ れ た 。  

以 上 の 知 見 は 、 日 本 に お け る 公 民 教 育 と キ ャ リ ア 教 育 の 有 機 的 接 続 を 再 構 築 す

る う え で 重 要 な 示 唆 を 与 え 、 変 化 す る 社 会 に 対 応 し た 「 令 和 型 学 校 教 育 」 の 深 化

に 資 す る も の で あ る 。  

 

キーワード：教 科「 労 働 」、レ リ バ ン ス 構 築 、公 民 教 育 、キ ャ リ ア 教 育 、 統 合 的 カ

リ キ ュ ラ ム  

 

１ ． はじめに  

近 年 、日 本 に お け る 教 育 改 革 は「 令 和 の 日 本 型 学 校 教 育 」① を 掲 げ 、個 別 最 適 化

 
※  岡山大学大学院  社会文化科学研究科  博士後期課程  
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と 協 働 的 学 び を 通 じ て「 生 き る 力 」を 育 む こ と を 重 視 し て い る（ 關 、2024）。そ の

中 で 、 キ ャ リ ア 教 育 は 主 体 的 な 進 路 形 成 を 支 援 し 、 公 民 教 育 は 社 会 的 責 任 と 公 共

性 を 涵 養 す る 点 で 、両 者 は 共 通 の 理 念 を 有 し て い る（ 桑 原 、2009；真 島 、2024)。   

し か し 、 現 状 で は キ ャ リ ア 教 育 が 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 や 特 別 活 動 に 、 公 民 教

育 が 社 会 科 や 高 等 学 校「 公 共 」に 限 定 さ れ 、依 然 と し て 分 断 的 に 扱 わ れ て い る（ 伊

藤 、2020）。し た が っ て 、両 者 を 統 合 的 に 支 え る 理 論 枠 組 み の 整 備 が 課 題 と な っ て

い る （ 岩 橋 ら 、 2024； 加 納 、 2024）。  

こ の 統 合 課 題 を 相 対 化 す る た め 、比 較 教 育 の 視 点 が 有 効 で あ る 。日 本 ② や 米 国 ③

は 心 理 的 支 援 や 進 路 指 導 を 中 核 に 据 え 、 日 常 の 教 科 や 学 校 生 活 全 般 を キ ャ リ ア 教

育 の 場 と み な す 包 括 的 ア プ ロ ー チ を 採 る 一 方 、ド イ ツ ④ や 中 国 で は「 労 働 科 」を 独

立 教 科 と し て 体 系 的 に 組 み 込 む 方 式 が 取 ら れ て き た 。 特 に 中 国 で は 、 一 度 「 総 合

実 践 活 動 」に 統 合 さ れ た 労 働 教 育 が 、2022 年 の『 義 務 教 育 課 程 方 案 』改 訂 で 再 び

独 立 教 科 と し て 再 設 置 さ れ 、 生 活 力 ・ 公 共 性 ・ 職 業 意 識 を 段 階 的 に 育 成 す る こ と

を 目 的 と し て い る （ 労 働 課 程 標 準 、 2022）。  

も っ と も 、 既 存 研 究 は 労 働 教 育 を 国 家 的 価 値 形 成 の 手 段 と し て 捉 え る 傾 向 が 強

く 、学 習 者 が「 な ぜ 働 く の か 」「 社 会 と ど う 関 わ る の か 」と い っ た 主 体 的 意 味 づ け

に 焦 点 を 当 て た 分 析 は 不 足 し て い る（ 檀 、2020）。ま た 、教 材 の 具 体 的 役 割 や 地 域

的 文 脈 の 影 響 を 踏 ま え た 実 証 的 検 討 も 限 ら れ て い る 。  

以 上 を 踏 ま え 、 本 研 究 の 目 的 は 、 Stuckey ら （ 2013） の 三 層 レ リ バ ン ス モ デ ル

（ 個 人 的 ・ 社 会 的 ・ 職 業 的 ） を 分 析 枠 組 と し て 、 中 国 浙 江 省 の 初 等 教 育 段 階 に お

け る 教 科 「 労 働 」 教 材 を 対 象 に 、 各 単 元 ・ 活 動 が 学 び の 意 味 づ け を 三 層 へ ど の よ

う に 接 続 し て い る か （ 多 層 的 レ リ バ ン ス の 構 築 ） を 明 ら か に す る こ と で あ る 。 あ

わ せ て 、 そ の 構 成 原 理 を 整 理 し 、 公 民 性 形 成 と キ ャ リ ア 形 成 の 接 続 と い う 観 点 か

ら 、 日 本 の 社 会 科 お よ び 総 合 的 な 学 習 の 時 間 へ の 示 唆 を 導 出 す る 。  

２ ．研究の視点と方法  

２ .１  レリバンス概念の整理  

学 校 教 育 に お い て は 、 単 な る 知 識 伝 達 を 超 え 、 学 習 者 が 生 活 や 社 会 と の 関 連 の

中 で 学 び の 意 味 を 見 出 し 、主 体 的 な 判 断 力 や 価 値 観 を 形 成 す る こ と が 求 め ら れ る 。

こ の よ う な「 意 味 の あ る 学 び 」を 支 え る 概 念 の 一 つ が「 レ リ バ ン ス（ relevance）」

で あ り 、 教 育 内 容 が 学 習 者 に と っ て ど の よ う な 価 値 を 持 ち 、 自 己 の 経 験 や 社 会 と
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の 関 係 の 中 で い か に 位 置 付 け ら れ る の か を 問 う 視 点 で あ る （ 田 中 、 2022）。  

Bruner（ 1971） は 、 こ の 学 習 意 欲 の 根 拠 と し て 、 教 育 内 容 に は 「 個 人 的 レ リ バ

ン ス（ perso nal relevance）」と「 社 会 的 レ リ バ ン ス（ so cia l relevance）」の 両 立 が

必 要 で あ る と 指 摘 し た 。 前 者 は 学 習 を 学 習 者 の 経 験 ・ 関 心 に 結 び 付 け る 次 元 、 後

者 は 社 会 的 課 題 ・ 公 共 的 価 値 へ の 接 続 を 指 し 、 学 び の 意 味 づ け を 支 え る 基 盤 で あ

る 。  

こ の 視 点 を 発 展 さ せ た の が 本 田 （ 2005） で あ り 、 大 学 教 育 改 革 の 文 脈 か ら 「 即

時 的 レ リ バ ン ス 」「 市 民 的 レ リ バ ン ス 」「 職 業 的 レ リ バ ン ス 」 と い う 三 つ の 次 元 を

整 理 し た 。 す な わ ち 学 び は 、 日 常 生 活 に 直 結 す る 有 用 性 、 市 民 的 責 任 へ の 関 与 、

将 来 の キ ャ リ ア と の 関 連 と い う 多 層 的 な 意 味 を 持 ち う る こ と が 示 さ れ た 。 こ の 枠

組 み は 本 来 高 等 教 育 を 対 象 と す る が 、 児 童 ・ 生 徒 が 「 生 活 -社 会 -将 来 」 の 各 文 脈

で 労 働 の 意 味 を 見 出 す 過 程 を 考 察 す る 上 で も 有 効 に 応 用 可 能 で あ る （ 青 木 ら 、

2021）。  

さ ら に 本 稿 で は 、 本 田 の 三 分 類 を 踏 ま え つ つ 、 よ り 教 科 教 育 へ の 適 用 性 が 高 い  

Stuckey ら（ 2013）の 三 層 モ デ ル に 注 目 す る 。こ の モ デ ル は「 個 人 的 」「 社 会 的 」

「 職 業 的 」 と い う 三 層 の レ リ バ ン ス か ら 学 習 を 捉 え 、 学 習 者 が 経 験 世 界 、 社 会 的

課 題 、 将 来 の 進 路 と 結 び つ け な が ら 学 び の 意 味 を 再 構 築 す る 過 程 を 体 系 的 に 整 理

し て い る 。 寺 田 ら （ 2019） は こ の モ デ ル を 理 科 教 育 に 応 用 し 、 三 層 構 造 が 児 童 生

徒 の 学 習 意 欲 や 学 び の 質 に 寄 与 す る こ と を 実 証 的 に 示 し て い る 。  

以 上 を 踏 ま え 、本 稿 で は  Stuckey ら（ 2013）の 三 層 モ デ ル を 、教 科「 労 働 」教

材 に お け る 学 び の 意 味 づ け を 整 理 す る た め の 分 析 枠 組 と し て 採 用 す る 。 分 析 単 位

お よ び 判 定 規 則 を 含 む 操 作 化 の 手 続 き は 、 次 節 で 示 す 。  

 

２ .２  多層的レリバンスの構築モデル  

前 節 ま で の 検 討 を 踏 ま え 、 本 節 で は 、 本 稿 の 分 析 対 象 と 分 析 視 角 を 提 示 す る 。

分 析 対 象 は 中 国 浙 江 省 の 初 等 教 育 段 階 に お け る 教 科「 労 働 」教 材 で あ り 、各 単 元・

活 動 が 三 層 （ 個 人 的 ・ 社 会 的 ・ 職 業 的 ） レ リ バ ン ス を ど の よ う に 組 み 合 わ せ て 学

び の 意 味 づ け を 構 成 し て い る か を 検 討 す る 。  

ま ず 「 個 人 的 レ リ バ ン ス 」 と は 、 学 習 内 容 を 生 活 経 験 や 関 心 と 結 び つ け 、 自 分

事 と し て 学 ぶ 姿 勢 を 促 す 次 元 で あ る（ 例 ： 家 事 、整 理 整 頓 な ど ）。次 に「 社 会 的 レ
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リ バ ン ス 」 と は 、 他 者 と の 協 働 や 公 共 的 課 題 へ の 取 り 組 み を 通 じ て 、 社 会 的 責 任

感 や 共 生 の 価 値 を 学 ぶ 次 元 で あ る 。 最 後 に 「 職 業 的 レ リ バ ン ス 」 と は 、 将 来 の 職

業 や 自 立 を 見 据 え て 労 働 の 意 味 を 捉 え 、 キ ャ リ ア 形 成 の 基 盤 を 築 く 視 点 で あ る 。

な お 、 三 層 は 相 互 排 他 的 な 区 分 で は な く 、 同 一 の 学 習 活 動 が 複 数 層 に ま た が っ て

意 味 づ け ら れ う る 。  

こ れ ら 三 つ の レ リ バ ン ス は 、 教 材 の 目 標 や 活 動 内 容 に 直 接 的 に 表 現 さ れ る 場 合

も あ れ ば 、「 行 動 様 式 」「 生 活 実 感 」「 社 会 参 加 」と い っ た 仲 介 概 念 を 通 じ て 間 接 的

に 示 さ れ る 場 合 も あ る 。 こ の 直 接 性 ・ 間 接 性 に 着 目 す る こ と で 、 教 材 が い ず れ の

レ リ バ ン ス を 相 対 的 に 前 景 化 し て い る か を 把 握 で き る 。  

こ の 枠 組 に も と づ き 、 第 4 章 で は 単 元 の 「 目 標 ・ 活 動 内 容 ・ 評 価 規 準 」 を 分 析

単 位 と し 、当 該 単 元 で 最 も 強 く 前 景 化 さ れ る 層 を「 主 た る レ リ バ ン ス 」、そ れ を 支

え る 形 で 併 存 ・ 補 助 的 に 位 置 づ く 層 を 「 副 次 的 レ リ バ ン ス 」 と し て 整 理 す る 。 具

体 的 に は 、 目 標 お よ び 評 価 規 準 に お い て 明 示 的 に 求 め ら れ る 価 値 ・ 能 力 ・ 到 達 像

に 対 応 す る 層 を 主 と し 、 活 動 過 程 の 設 計 や 問 い ・ 振 り 返 り に 埋 め 込 ま れ た 媒 介 概

念 を 通 じ て 間 接 的 に 支 え ら れ る 層 を 副 と し て 位 置 づ け る 。  

前 述 の 判 定 規 則 に も と づ き 、 主 た る レ リ バ ン ス と 副 次 的 レ リ バ ン ス の 組 合 せ を

分 析 し 、「 労 働 」 教 科 教 材 が 提 示 す る 意 味 づ け の 構 造 を 明 ら か に す る 。  

２ .３  本 研 究 に お け る 分 析 視 角 の 提 示  

前 節 ま で の 検 討 を 踏 ま え 、 以 下 で は 本 稿 の 分 析 対 象 と 分 析 課 題 を 整 理 す る 。 分

析 対 象 は 、 中 国 浙 江 省 の 初 等 教 育 段 階 に お け る 教 科 「 労 働 」 教 材 で あ る 。 検 討 課

題 は 、 各 単 元 ・ 活 動 が 「 個 人 的 ・ 社 会 的 ・ 職 業 的 レ リ バ ン ス 」 を い か に 組 み 合 わ

せ 、 学 び の 意 味 づ け を 構 成 し て い る か 、 そ し て そ の 配 置 と 接 続 の 原 理 が 教 材 全 体

と し て い か に 成 立 し て い る か 、 で あ る 。  

分 析 対 象 で あ る 浙 江 省 版 教 材 を 採 用 す る 理 由 は 三 点 に 整 理 で き る 。 第 一 に 、 浙

江 省 は 教 育 改 革 の 先 進 地 域 で あ り 、『 労 働 課 程 標 準 』の 理 念 を 積 極 的 に 反 映 し た 教

材 開 発 を 進 め て き た 。⑤ そ の 内 容 は 、職 業 準 備 教 育 を 超 え て 市 民 的 要 素 を 含 み 、公

民 教 育 と キ ャ リ ア 教 育 を 統 合 す る 具 体 例 と な っ て い る 。 第 二 に 、 こ の 教 材 は 小 １

か ら 中 ３ ま で 一 貫 編 成 さ れ 、 学 年 の 進 行 に 応 じ て 生 活 経 験 か ら 社 会 性 、 将 来 展 望

へ と 段 階 的 に 広 が る 体 系 性 を 持 つ 。 第 三 に 、 浙 江 省 は 経 済 的 に 発 展 し た 地 域 で あ

る 一 方 で 、 都 市 農 村 間 の 格 差 や 多 様 な キ ャ リ ア 教 育 実 践 を 抱 え て お り 、 地 域 的 条
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件 を 含 め て レ リ バ ン ス 構 築 を 検 討 す る 上 で 適 切 な 事 例 と な る 。  

さ ら に 、 本 研 究 で 得 ら れ た 知 見 は 、 中 国 の 教 材 分 析 に と ど ま ら ず 、 日 本 の カ リ

キ ュ ラ ム 設 計 に も 示 唆 を 与 え う る 。 す な わ ち 、 日 本 に お い て も 公 民 性 と キ ャ リ ア

形 成 の 統 合 が 課 題 と な る な か 、 浙 江 省 の 「 労 働 」 教 科 に み ら れ る 多 層 的 レ リ バ ン

ス の 構 築 は 、 両 者 を 結 び 付 け る 教 育 の 在 り 方 を 再 考 す る た め の 参 照 枠 と し て 位 置

づ け ら れ る 。  

 

３ ．『 課 程 標 準 』 か ら 見 る 教 科 「 労 働 」 の 内 容 構 成  

３ .１  「 労 働 」 新 設 の 歴 史 的 背 景  

中 国 の 労 働 教 育 は 、新 中 国 成 立 以 降 の 70 年 間 、社 会 的・経 済 的 変 動 を 受 け て 大

き く 変 容 し て き た 。 初 期 は 農 業 ・ 肉 体 労 働 を 中 心 に 社 会 的 責 任 感 の 涵 養 を 目 的 と

し て い た が 、1978 年 の 改 革 開 放 以 降 は 社 会 奉 仕 や 社 会 参 加 を 含 む 方 向 へ と 転 換 し

た （ 艾 ・ 李 、 2020）。  

2001～ 2020 年 に は「 総 合 実 践 活 動 」に 統 合 さ れ 、探 究・ボ ラ ン テ ィ ア 等 と 並 行

し て 位 置 付 け ら れ た 。 し か し 、 内 容 の 画 一 化 や 地 域 格 差 、 労 働 教 育 固 有 の 目 的 の

希 薄 化 と い っ た 課 題 が 指 摘 さ れ 、成 果 も 限 定 的 で あ っ た（ 檀 、2020）。さ ら に 市 場

経 済 ・ 都 市 化 の 進 展 に よ り 、 青 少 年 の 労 働 経 験 不 足 や 勤 労 価 値 観 の 希 薄 化 が 深 刻

化 し 、 家 庭 や 地 域 の 労 働 教 育 機 能 も 低 下 し て い た （ 徐 、 2018）。  

こ う し た 状 況 を 受 け 、2020 年 に「 労 働 教 育 強 化 意 見 」が 発 表 さ れ 、労 働 教 育 の

独 立 性 と 体 系 性 を 高 め る 制 度 設 計 が 進 め ら れ た 。2022 年 の『 課 程 方 案 』改 訂 で は 、

「 労 働 」 が 「 総 合 実 践 活 動 」 か ら 独 立 し 、 小 中 学 校 に お け る 新 教 科 と し て 設 立 さ

れ た 。同 科 目 は「 日 常 生 活 労 働 」「 生 産 労 働 」「 サ ー ビ ス 業 労 働 」の 三 領 域 を 軸 に 、

生 活 技 能・社 会 的 責 任・職 業 意 識 の 育 成 を 目 指 し て い る（ 労 働 教 育 課 程 標 準 、2022）。

こ の 「 生 活 技 能 を 基 盤 に 、 社 会 的 責 任 と 将 来 展 望 へ 学 び を 接 続 す る 」 方 向 性 は 、

キ ャ リ ア 教 育 を 「 体 系 的 な 取 組 」「 基 礎 的 知 識 ・ 技 能 の 育 成 と 活 用 」「 生 涯 に わ た

る 形 成 支 援 」と し て 再 定 義 し た 中 教 審 答 申（ 2011）⑥ と も 合 致 し 、社 会 の 変 化 に 応

答 す る 学 習 設 計 と し て 位 置 付 け ら れ る 。  

３ .２  課 程 標 準 に お け る 「 労 働 」 教 科 の 目 標 と 意 図  

2022 年 に 改 訂 さ れ た『 義 務 教 育 労 働 課 程 標 準 』で は 、教 科「 労 働 」の 設 置 目 的

に つ い て 、「 核 心 素 養 を 中 心 に 構 築 さ れ 、課 程 の 性 質 と 理 念 を 反 映 し 、目 的 を 確 立
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し て い る 」 と 明 記 さ れ て い る 。 こ こ で い う 「 核 心 素 養 」 は 、 児 童 が 労 働 を 通 じ て

生 涯 に わ た る 人 格 形 成 や 社 会 的 適 応 力 を 身 に つ け 、 未 来 の 社 会 形 成 者 と し て 成 長

す る こ と を 意 図 し て 設 計 さ れ て い る （『 労 働 課 程 標 準 』、 pp.4–5）。  

具 体 的 に は 、「 労 働 観 念 」「 労 働 能 力 」「 労 働 習 慣 と 資 質 」「 労 働 精 神 」 の 4 要 素

か ら 成 り 立 ち （ 表 1）、こ れ ら が 相 互 補 完 的 に 機 能 す る こ と で 、 価 値 観 ・ 能 力 ・ 態

度 を 総 合 的 に 育 成 す る 仕 組 み と な っ て い る（『 労 働 課 程 標 準 』、pp.4–7）。こ の 構 造

は 、 単 な る 職 業 ス キ ル の 育 成 に と ど ま ら ず 、 公 共 性 ・ 協 働 性 と い っ た 社 会 的 価 値

観 の 内 面 化 を も 志 向 し て い る と 解 さ れ る 。制 度 的 な 位 置 付 け と し て は 、「 職 業 的 能

力 の 育 成 」 と 「 社 会 的 責 任 の 涵 養 」 と い う 二 重 の 目 標 を 統 合 す る 教 科 で あ り 、 公

民 教 育 と キ ャ リ ア 教 育 の 双 方 に 関 連 す る 性 格 を 有 す る と 解 さ れ る（ 楊 、2023；殷 、

2024）。  

本 稿 で は 、 こ の 制 度 的 枠 組 み が 教 材 構 成 や カ リ キ ュ ラ ム 設 計 に ど の よ う に 反 映

さ れ て い る の か を 検 討 す る た め 、 Stuckey ら （ 2013） の 三 層 モ デ ル （ 個 人 的 ・ 社

会 的 ・ 職 業 的 レ リ バ ン ス ） を 分 析 枠 組 と し て 援 用 す る 。 四 つ の 核 心 素 養 は 、 複 数

の レ リ バ ン ス 次 元 と 関 連 付 け て 捉 え る こ と が で き る 。例 え ば 、「 労 働 観 念 」は 自 己

理 解 や 内 発 的 動 機 づ け と い っ た 個 人 的 レ リ バ ン ス と 関 連 す る 一 方 、 社 会 的 役 割 や

公 共 性 を 通 じ て 社 会 的 レ リ バ ン ス に も つ な が る 傾 向 が あ る 。「 労 働 能 力 」は 職 業 選

択 や 技 能 習 得 と 密 接 に 関 わ り 、 職 業 的 レ リ バ ン ス の 観 点 か ら 位 置 付 け ら れ る こ と

が 多 い 。ま た 、「 労 働 習 慣 と 資 質 」や「 労 働 精 神 」は 、継 続 的 な 労 働 経 験 を 通 じ て

協 働 意 識 や 社 会 性 を 高 め る 点 で 社 会 的 レ リ バ ン ス を 体 現 し て い る と 考 え ら れ る 。  

 

 表 1. 核心素養の具体的な内容  

核 心 素 養  具 体 的 な 内 容  4 者 の 関 係  

労 働 観 念  労 働 や 労 働 者 、労 働 成 果 に 関 す る 認 識 や 態 度 、感 情 を 、

実 践 を 通 じ て 形 成 す る  

相 互 補 完

的 に 機 能

し 、 有 機 的

な 全 体 構

造 を 成 す  

労 働 能 力  年 齢 や 身 体 発 達 に 即 し た 作 業 を 遂 行 す る た め の 知 識 ・

技 能 ・ 判 断 力 の 総 体  

労 働 習 慣 と

資 質  

安 定 的 な 行 動 傾 向 や 責 任 感・誠 実 さ な ど の 性 格 的 特 性

を 定 期 的 な 労 働 体 験 を 通 じ て 形 成 す る  

労 働 精 神  上 記 三 素 養 の 実 践 過 程 で 培 わ れ る 、労 働 に 対 す る 信 念

や 価 値 の 総 体  

（『 義 務 教 育 労 働 課 程 標 準 』 2022 年 版 、 pp.4-5 よ り 筆 者 翻 訳 ・ 作 成 。）  
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以 上 の よ う に 、 四 つ の 素 養 は そ れ ぞ れ が 個 人 ・ 社 会 ・ 職 業 の 複 数 次 元 を 横 断 し

な が ら 有 機 的 に 結 び 付 い て お り 、 労 働 教 育 は 児 童 が 多 面 的 に 「 社 会 の 一 員 と し て

生 き る 力 」 を 形 成 す る た め の 統 合 的 枠 組 み と し て 制 度 的 に 構 想 さ れ て い る 。 次 章

で は 実 際 の 教 材 を 対 象 に 実 際 の 教 材 や 単 元 内 容 を 対 象 に 、 児 童 に 対 し て ど の よ う

な レ リ バ ン ス が 提 供 さ れ て い る の か を 分 析 し 、「 生 活 力 」「 公 共 性 」「 職 業 意 識 」の

統 合 的 表 現 の 実 態 を 明 ら か に す る 。  

 

４ ． 初 等 教 育 段 階 「 労 働 」 の 全 体 構 成 ： 浙 江 省 版 「 労 働 」 教 科 書 を 手 が か り と し

て  

４ .１  全 体 構 成  

中 国 教 育 部 （ 2022） は 、 労 働 教 育 教 材 の 統 一 が 進 ん で い な い 現 状 を 踏 ま え 、 省

級 教 育 行 政 部 門 が 要 件 を 定 め 、地 域 や 学 校 が 独 自 に 編 成 で き る 体 制 を 整 備 し た ⑦ 。

本 研 究 で 用 い る 浙 江 省 版 「 労 働 」 教 科 書 シ リ ー ズ （ 小 学 校 11 冊 ・ 中 学 校 5 冊 ）

は 、 そ の 代 表 例 で あ る 。  

表 2 に 示 す よ う に 、本 教 材 は 第 1 学 年 か ら 第 9 学 年 ま で 一 貫 し て 編 成 さ れ 、生

活 技 能 、 家 庭 ・ 集 団 活 動 、 地 域 社 会 と の 関 わ り 、 文 化 体 験 や 環 境 保 護 、 職 業 理 解

な ど を 段 階 的 に 配 置 し て い る 。 低 学 年 は 生 活 自 立 や 家 庭 労 働 、 中 学 年 は 協 働 性 や

文 化 理 解 、 高 学 年 は 創 造 的 活 動 や 職 業 理 解 を 重 視 し 、 社 会 参 画 意 識 の 育 成 を 目 指

す 。  

す な わ ち 「 生 活 ・ 生 産 ・ 奉 仕 」 の 三 側 面 を 基 盤 に 、 発 達 段 階 に 応 じ て 多 様 な 労

働 観 を 育 成 す る 構 造 で あ る 。 制 度 的 理 念 で あ る 「 生 活 力 ・ 公 共 性 ・ 職 業 意 識 の 統

合 的 育 成 」 は 教 材 構 成 に 明 確 に 反 映 さ れ て お り 、 公 民 教 育 的 ・ キ ャ リ ア 教 育 的 視

点 か ら の 分 析 に も 直 結 す る 。  

 

表 2. 浙江省義務教育教科書「労働」の全体構成  

『 労 働 第 一 学 年 上 巻 』  『 労 働 第 一 学 年 下 巻 』  

1. 自 分 の こ と は 自 分 で や る -自 分 で 着

替 え と た た む  

2. 自 立 の 習 慣 を 身 に つ け る -ラ ン ド セ

ル の 整 理 を 自 分 で 行 う  

3. 主 体 的 に 簡 単 な 家 事 を す る -食 事 前

5. 自 己 管 理 し て 生 活 す る -勉 強 時 間 の 計

画 を 立 て る  

6. 家 事 に は 勤 労 が 必 要 -自 分 の 服 を 自 分

で 洗 う  

7. 集 団 労 働 に 参 加 す る -教 室 の 清 掃 で 力



アジア教育文化ジャーナル 

第 8 巻 2026 年 3 月 

135 

 

後 の お 手 伝 い  

4. 資 源 を 生 か し て 素 敵 な 暮 ら し を -水

耕 栽 培 の 植 物 を 育 て る  

を 発 揮 す る  

8.折 り 紙 活 動 の 楽 し さ -紙 飛 行 機 を 作 る  

『 労 働 第 二 学 年 上 巻 』  『 労 働 第 二 学 年 下 巻 』  

1. 自 分 の 部 屋 を 整 え る -整 理 整 頓 の 習

慣 を 身 に つ け る  

2. 料 理 の 楽 し さ を 知 る -簡 単 な 料 理 に

挑 戦 す る  

3. 私 が 地 域 の 環 境 を 守 る -ゴ ミ の 分 別

と 実 践 に 取 り 組 む  

4. 集 団 で 活 動 を 分 担 す る -ク ラ ス プ ラ

ン ト コ ー ナ ー の 共 創  

5.予 算 編 成 と 計 画 -リ ト ル・マ ネ ー・マ ネ

ジ ャ ー  

6. 道 具 を 使 っ て 効 率 を 高 く な る -私 は 掃

除 が 得 意  

7. ホ ス ピ タ リ テ ィ を 学 ぶ -ゲ ス ト を も て

な す 経 験 を す る  

8. 手 で 編 む 楽 し さ  - ペ ン ダ ン ト を 編 ん

で 創 造 力 を 育 む  

『 労 働 第 三 学 年 上 巻 』  『 労 働 第 三 学 年 下 巻 』  

1. 倹 約 は 優 れ た 資 質 -服 が 破 れ た ら 修

理 で き る  

2. 継 承 す べ き 伝 統 文 化 -扇 子 の デ ザ イ

ン と 制 作  

3. 一 緒 に 企 画 し ま し ょ う -フ リ ー マ ー

ケ ッ ト の 企 画  

4. 労 働 の 成 果 を 大 切 に す る -パ ン に 込

め ら れ た 労 働  

5.生 活 の 自 立 、私 が で き る -自 分 で 朝 食 を

作 る  

6. 手 と 頭 を 使 っ て 創 新 す る -モ ー タ ー の

発 明  

7.み ん な の た め に 働 く -私 は 図 書 館 司 書  

8.努 力 と 苦 労 -「 小 神 農 」 農 園  

『 労 働 第 四 学 年 上 巻 』  『 労 働 第 四 学 年 下 巻 』  

1. 労 働 が よ り 良 い 生 活 を 創 る -果 物 盛

り 合 わ せ を 作 る  

2.伝 統 工 芸 -「 中 国 結 び 」 を 編 む  

3.工 具 使 用 の 規 範 性 -私 は 小 さ な 金 工  

4. 細 部 に ま で こ だ わ っ た 良 い 習 慣 -キ

ャ ン パ ス ・ サ イ ン を デ ザ イ ン す る  

5. 労 働 の 成 果 で 祝 福 を 伝 え る -小 さ な カ

ー ド 、 大 き な 思 い  

6. 汗 を 流 し て 働 く -ベ ラ ン ダ に 小 さ な 菜

園 を 作 る  

7. 集 中 し て 上 質 な 物 を 作 ろ う -布 袋 を 作

る  

8.故 郷 づ く り に 参 画 す る -小 さ な ツ ア ー ・

プ ラ ン ナ ー  

『 労 働 第 五 学 年 上 巻 』  『 労 働 第 五 学 年 下 巻 』  

1.連 携・協 働 に よ る 効 率 化 -私 は パ ン 職

人  

2. 伝 統 工 芸 の 継 承 -伝 統 的 な 玩 具 を 作

る  

3.カ ラ フ ル な 生 活 の 創 造 -LED ラ イ ト

の 多 彩 な 使 い 方  

5.伝 統 技 術 に 革 新 を -凧 作 り  

6.集 約 農 業 で 収 穫 量 ア ッ プ -果 樹 栽 培 、私

に も で き る  

7. 環 境 保 護 を 促 進 す る 革 新 的 デ ザ イ ン -

私 は 車 両 エ ン ジ ニ ア  

8. 資 源 の 最 適 化 と 効 率 向 上 -シ ェ ア リ ン
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4.職 業 に 貴 賤 な し -多 種 多 様 な 職 業  グ サ ー ビ ス  

第 六 学 年 （ 全 一 冊 ）『 労 働 第 六 学 年 』  

1.効 率 化 の た め の 創 造 的 変 革 -作 業 ツ ー ル の 改 善  

2.物 は そ の 機 能 を 十 分 に 果 た す 方 法 が 多 い -電 子 廃 棄 物 の リ サ イ ク ル  

3.集 団 生 活 に は ル ー ル が あ る -ク リ エ イ テ ィ ブ ・ ク ラ ス ル ー ル の 作 る と 合 意 形 成  

4.他 人 の 身 に な っ て 考 え て 真 の サ ー ビ ス -コ ミ ュ ニ テ ィ ・ 娯 楽 施 設 の 設 計  

『 労 働 第 七 学 年 上 巻 』  『 労 働 第 七 学 年 下 巻 』  

1. 日 常 生 活 に は マ ネ ジ メ ン ト が 必 要 -

手 帳 の デ ザ イ ン  

2.労 働 に よ っ て ス マ ー ト な 生 活 を 実 現

-ス マ ー ト ホ ー ム の 設 計 と 製 作  

3. 環 境 保 護 と 倹 約 の 良 い 習 慣 -廃 棄 段

ボ ー ル の 再 利 用 デ ザ イ ン  

4. 労 働 サ ー ビ ス を 通 じ た 調 和 -地 域 運

営 へ の 参 加  

5.食 文 化 の 継 承 が 必 要 -伝 統 的 な お 菓 子 作

り を 学 ぶ  

6.最 後 ま で や り 遂 げ て 収 穫 す る -花 の 栽 培  

7.美 し い 住 ま い に 「 匠 の 心 」 を 持 つ -丸 太

小 屋 づ く り  

8.社 会 サ ー ビ ス に は 企 画 力 が 必 要 -博 物 館

展 示 会 の 開 催  

『 労 働 第 八 学 年 上 巻 』  『 労 働 第 八 学 年 下 巻 』  

1.ク オ リ テ ィ・オ ブ・ラ イ フ -果 物 や 野

菜 の カ ー ビ ン グ  

2.品 質 を 保 証 し な が ら さ ら に 良 い も の

を 求 め る -木 製 の 小 物 作 り  

3. ク リ エ イ テ ィ ブ な 生 活 労 働 -金 属 製

の 「 キ ッ チ ン ヘ ル パ ー 」  

4. サ ー ビ ス 活 動 の 価 値 -現 代 物 流 を 探

求 す る  

5.家 事 労 働 を 楽 し む -今 日 は 私 が 当 番  

6.伝 統 を 守 り 、 勤 勉 に -地 元 の 農 業 生 産 を

体 験  

7.安 全 な 生 活 と 創 造 的 な 労 働 -イ ン テ リ ジ

ェ ン ト ア ラ ー ム  

8.「 天 生 我 材 必 有 用 」 -私 の キ ャ リ ア の 理

想  

第 九 学 年 （ 全 一 冊 ）『 労 働 第 九 学 年 』  

1.ス キ ル に よ る ス マ ー ト ク リ エ ー シ ョ ン -バ イ オ ニ ッ ク デ ザ イ ン   

2.集 団 文 化 を と も に 広 ま る -マ ス コ ッ ト の デ ザ イ ン と 制 作  

3.故 郷 の 建 築 を 参 画 す る -町 の 文 化 ・ ス ポ ー ツ セ ン タ ー を デ ザ イ ン す る  

4.統 合 的 な 企 画 、 良 い 結 果 を 望 む -卒 業 活 動 の 設 計  

（ 浙 江 省 義 務 教 育 教 科 書 『 労 働 』、 浙 江 教 育 出 版 社 、 2022 年 版 よ り 筆 者 が 翻 訳 作 成 ）  

４ .２  ス コ ー プ -学 年 段 階 構 成  

表 3 は 、 浙 江 省 版 『 労 働 』 教 科 書 （ 2022 年 版 ） に お け る 学 年 間 構 成 を 、「 活 動

領 域 」「 代 表 的 な 活 動 テ ー マ 」「 育 成 を 目 指 す 資 質 ・ 能 力 」「 経 験 構 成 の 特 徴 」「 カ

リ キ ュ ラ ム 構 成 理 念 」 な ど 複 数 の 観 点 か ら 統 合 的 に 整 理 し た も の で あ る 。 こ れ に

よ り 、 本 教 科 書 が ど の よ う な 構 成 原 理 の も と で 公 民 教 育 と キ ャ リ ア 教 育 の 統 合 を
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図 っ て い る か が 、 よ り 俯 瞰 的 に 把 握 で き る 。  

 

表３ .浙江省版『労働』教材における学年間の構成的特徴と育成価値の整理  

学 年  中 心 的

活 動 領

域  

代 表 活 動 テ

ー マ （ 例 ）  

指 導 の 焦 点

（ 育 成 し た

い 価 値 ・ 能

力 ）  

経 験 構 成 の

特 徴 （ 導 入

～ 展 開 ）  

カ リ キ ュ ラ ム

構 成 の 意 図 ・

構 造 的 特 徴  

第 四 学

年 段 階  

（ 7－ 9） 

高 度 プ

ロ ジ ェ

ク ト 学

習  

商 品 開 発 、

卒 業 企 画 、

キ ャ リ ア 設

計  

主 体 性 、意 思

決 定 力 、ラ イ

フ キ ャ リ ア

形 成  

チ ー ム に よ

る 課 題 解 決

型 学 習  

教 科 全 体 の 統

合 的 理 解 ・ 実

社 会 と の 接 続  

第 三 学

年 段 階  

（ 5-6）  

多 様 な

労 働 ジ

ャ ン ル

の 統 合  

環 境 改 善 、

起 業 的 学

び 、 電 子 廃

棄 物 の リ サ

イ ク ル  

問 題 解 決 力 、

合 意 形 成 、持

続 可 能 性  

プ ロ ジ ェ ク

ト 型 ・ 調 査

型 ・ 協 働 設

計  

公 民 教 育 と キ

ャ リ ア 教 育 の

価 値 を 融 合 し

は じ め る  

第 二 学

年 段 階  

（ 3－ 4） 

生 産 労

働・サ ー

ビ ス 労

働 増 加  

地 域 ツ ア ー

企 画 、 伝 統

工 芸 、 図 書

館 司 書 体 験  

協 働 、 公 共

性 、地 域 と の

つ な が り  

「 作 っ て 伝

え る 」 型 の

表 現 活 動 を

含 む  

公 共 性 を 徐 々

に 導 入 、 社 会

参 加 の 基 礎 を

形 成  

第 一 学

年 段 階  

（ 1－ 2） 

日 常 生

活 労 働

を 中 心

に  

着 替 え 、 整

理 整 頓 、 料

理 、 掃 除  

自 立 、基 本 生

活 習 慣 、 勤 労

意 識  

日 常 生 活 を

題 材 に し た

反 復 型 活 動  

自 己 へ の 気 づ

き を 促 す 導 入

段 階  

（『 義 務 教 育 労 働 課 程 標 準 』 2022 年 版 、 浙 江 省 義 務 教 育 教 科 書 『 労 働 』（ 浙 江 教

育 出 版 社 2022 年 版 ）、『 労 働 教 師 用 書 』（ 浙 江 教 育 出 版 社 2022 年 版 ） よ り 筆 者 が

翻 訳 ・ 作 成 ）  

  ま ず 注 目 さ れ る の は 、 各 学 年 間 に お け る 中 心 的 活 動 領 域 の 変 化 で あ る 。 第 1 学

年 段 階 （ 1–2 年 ） で は 「 日 常 生 活 労 働 」 が 中 心 と な り 、 衣 服 の 整 理 や 調 理 、 清 掃

な ど 、 生 活 習 慣 や 勤 労 意 識 の 形 成 に 資 す る 題 材 が 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら は 課 程

標 準 に お い て 「 生 活 自 理 能 力 の 涵 養 」 を 目 標 と し て 位 置 づ け ら れ て お り 、 自 立 や

基 本 的 生 活 態 度 を 促 す 初 期 段 階 と さ れ る 。  

第 2 学 年 段 階 （ 3–4 年 ） で は 、「 生 産 労 働 ・ サ ー ビ ス 労 働 」 へ と 領 域 が 拡 大 し 、

地 域 社 会 と の 関 わ り や 協 働 的 役 割 分 担 を 重 視 す る 単 元 が 導 入 さ れ る 。 例 え ば 「 伝
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統 工 芸 」 や 「 公 共 サ ー ビ ス 体 験 」 な ど を 通 じ 、 公 共 性 を 伴 う 活 動 か ら 社 会 責 任 感

を 培 う こ と が 意 図 さ れ て い る 。  

第 3 学 年 段 階（ 5–6 年 ）で は 、「 多 様 な 労 働 ジ ャ ン ル の 統 合 」と い う 構 成 方 針 の

も と 、 環 境 保 護 や 起 業 的 学 び な ど 持 続 可 能 性 に 関 わ る 実 践 的 活 動 が 配 置 さ れ て い

る 。 例 え ば 「 環 境 配 慮 型 デ ザ イ ン 」 で は 廃 材 を 利 用 し た 創 作 品 づ く り を 通 じ て 環

境 保 全 を 学 び つ つ 、 役 割 分 担 や 計 画 立 案 な ど 職 業 的 ス キ ル も 同 時 に 習 得 す る こ と

が 求 め ら れ る 。 ま た 「 フ リ ー マ ー ケ ッ ト 企 画 」 で は 地 域 住 民 と の 交 流 や 資 源 循 環

を 実 践 的 に 経 験 し 、 公 共 性 と 職 業 意 識 を 同 時 に 高 め る 仕 組 み と な っ て い る 。  

第 4 学 年 段 階 （ 7–9 年 ）で は 、「 高 度 プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 」や 「 卒 業 活 動 」な ど 学

び の 集 大 成 が 配 置 さ れ て い る 。 商 品 開 発 や キ ャ リ ア 設 計 を 扱 う 単 元 で は 、 こ れ ま

で に 培 っ た 知 識 ・ 技 能 を 総 合 的 に 活 用 し 、 将 来 を 見 据 え た 意 思 決 定 や ラ イ フ キ ャ

リ ア 形 成 へ と つ な げ る こ と が 意 図 さ れ て い る 。  

さ ら に 本 教 材 の 特 徴 と し て 、 経 験 構 成 が 系 統 的 に 発 展 し て い る 点 が 挙 げ ら れ る 。

す な わ ち 、第 1 段 階 で は 生 活 習 慣 を 形 成 す る 反 復 型 活 動 、第 2 段 階 以 降 は 協 働 的・

探 究 的 活 動 、 第 3・ 4 段 階 で は 課 題 解 決 型 ・ プ ロ ジ ェ ク ト 型 学 習 へ と 展 開 し て い

る 。 特 に 中 学 年 か ら 高 学 年 に か け て は 「 公 共 性 」 と 「 職 業 性 」 が 交 差 的 に 配 置 さ

れ 、 異 な る 価 値 を 統 合 す る カ リ キ ュ ラ ム 設 計 が 見 ら れ る 。 こ の 点 に 、 本 教 材 の 編

成 原 理 と し て の 特 色 が 表 れ て い る 。  

４ .３  学 年 項 目 構 成 — 第 六 学 年『 労 働 』教 科 の プ ロ ジ ェ ク ト 型 単 元 と 三 層 的 レ リ

バ ン ス の 統 合  

本 節 で は 、 初 等 教 育 段 階 に お け る 「 労 働 」 教 科 の カ リ キ ュ ラ ム 構 造 を 具 体 的 に

把 握 す る た め 、 第 六 学 年 の 教 材 に 焦 点 を 当 て て 分 析 す る 。 第 六 学 年 は 、 前 学 年 ま

で の 学 習 経 験 を 踏 ま え 、 課 題 解 決 や 社 会 的 テ ー マ に 取 り 組 む プ ロ ジ ェ ク ト 型 単 元

が 配 置 さ れ 、 公 民 教 育 と キ ャ リ ア 教 育 に 関 わ る 価 値 が 統 合 的 に 扱 わ れ て い る 。  

分 析 対 象 は 、 表 4 に 示 し た 4 つ の プ ロ ジ ェ ク ト 型 単 元 （ ① 作 業 ツ ー ル の 改 善 、

② 電 子 廃 棄 物 の リ サ イ ク ル 、③ ク リ エ イ テ ィ ブ・ク ラ ス ル ー ル の 作 成 と 合 意 形 成 、

④ コ ミ ュ ニ テ ィ ・ 娯 楽 施 設 の 設 計 ） で あ る 。 各 単 元 に つ い て 、 ① 教 材 に 記 載 さ れ

た 目 標 ・ 課 題 設 定 、 ② 学 び の プ ロ セ ス （ 調 査 -設 計 -実 施 -振 り 返 り 等 ）、 ③ 育 成 が

意 図 さ れ る 資 質 ・ 能 力 を 整 理 し 、 Stuckey ら （ 2013） の 三 層 モ デ ル （ 個 人 的 ・ 社

会 的・職 業 的 レ リ バ ン ス ）を 援 用 し て 、レ リ バ ン ス の 組 み 込 み 方 を 比 較 検 討 す る 。  



アジア教育文化ジャーナル 

第 8 巻 2026 年 3 月 

139 

 

第 六 学 年 の 『 労 働 』 教 科 に お い て は 、「 作 業 ツ ー ル の 改 善 」「 電 子 廃 棄 物 の リ サ

イ ク ル 」「 ク リ エ イ テ ィ ブ ・ ク ラ ス ル ー ル の 作 成 と 合 意 形 成 」「 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ 娯

楽 施 設 の 設 計 」と い っ た 四 つ の プ ロ ジ ェ ク ト 型 単 元 が 設 定 さ れ て い る（ 表 4）。い

ず れ も 児 童 が 身 近 な 生 活 課 題 を 出 発 点 と し な が ら 、 情 報 収 集 ・ 設 計 ・ 制 作 ・ 共 有

と い っ た プ ロ セ ス を 通 じ て 、思 考 と 実 践 の 往 復 的 な 学 び を 促 す 構 成 と な っ て い る 。 

「 作 業 ツ ー ル の 改 善 」 で は 、 児 童 の 日 常 的 な 不 便 さ へ の 気 づ き を 起 点 に 、 既 存

の 道 具 の 使 い や す さ や 機 能 性 に 着 目 し て 改 良 の ア イ デ ア を 構 想 ・ 制 作 す る 課 題 が

提 示 さ れ て い る （ pp.1–18）。 こ れ に よ り 、 創 造 性 や 問 題 解 決 能 力 と い っ た 個 人 レ

リ バ ン ス を 中 心 に 、工 学 的 視 点 の 育 成 へ と 接 続 す る 自 己 表 現 の 機 会 が 提 供 さ れ る 。 

「 電 子 廃 棄 物 の リ サ イ ク ル 」 で は 、 日 常 生 活 に お け る 電 化 製 品 の 廃 棄 実 態 を 調

査 し 、再 利 用 の 可 能 性 を 検 討 し た 上 で リ サ イ ク ル 設 計 を 行 う（ pp.20–38）。こ こ で

は 、 生 活 と 消 費 の 関 係 を 見 直 す 個 人 レ リ バ ン ス に 加 え 、 環 境 資 源 管 理 へ の 視 点 や

持 続 可 能 性 を 支 え る 職 業 的 関 心 が 統 合 さ れ て い る 。  

「 ク リ エ イ テ ィ ブ ・ ク ラ ス ル ー ル の 合 意 形 成 」 で は 、 班 や ク ラ ス 内 で の 観 察 ・

対 話 を 通 じ て ル ー ル を 提 案・修 正 し 、合 意 に 至 る 過 程 を 重 視 し て い る（ pp.40–54）。

こ れ は 、 集 団 内 で の 合 意 形 成 能 力 を 基 盤 と す る 社 会 レ リ バ ン ス を 中 心 に 、 規 範 形

成 や 公 共 性 の 理 解 を 促 す 学 習 と し て 構 成 さ れ て い る 。  

最 後 に 、「 コ ミ ュ ニ テ ィ・娯 楽 施 設 の 設 計 」で は 、地 域 調 査 を 踏 ま え て 公 共 空 間

の 設 計 案 を 作 成・発 表 す る 活 動 が 行 わ れ る（ pp.56–71）。こ の 単 元 は 、地 域 貢 献 的

視 点 と 空 間 設 計 ・ ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン な ど の 職 業 的 視 点 が 交 差 し 、 公 共 性 と 職

業 性 を 結 び つ け る 実 践 が 意 図 さ れ て い る 。  

 

表 4.レリバンスの三層モデルに基づく『労働』第六学年の単元構成分析  

項 目  項 目 内 容  学 の プ ロ セ ス  個 人 レ リ

バ ン ス

（ 自 己 形

成 ）  

社 会 レ リ バ

ン ス （ 公 共

性 ・ 協 働 ）  

職 業 レ リ

バ ン ス （ 職

業 観 ・ ス キ

ル ）  

① 作 業 ツ

ー ル の 改

善  

日 常 の 労 働 を

効 率 化 す る た

め に 、 自 分 で

道 具 を 改 良 す

る プ ロ ジ ェ ク

① 既 存 工 具 の

観 察 → ② 改 善

案 の 発 想 ； 設

計 図 → ③ 改

良 ・ 製 作  

創 造 性 や

問 題 解 決

能 力 の 育

成 、 自 己

表 現 の 強

協 働 的 な 課

題 解 決 を 通

じ て チ ー ム

ワ ー ク を 学

ぶ  

設 計 ・ 改 善

な ど の 技

術 職 に 関

連 す る 基

礎 ス キ ル  
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ト  化  

③  電 子

廃 棄

物 の

リ サ

イ ク

ル  

電 子 廃 棄 物 の

分 解 ・ 再 利 用

を 通 じ て 、 物

の 価 値 と 社 会

課 題 を 考 え る  

① 消 費 状 況 の

調 査 → ② 内 部

構 造 の 探 究 →

③ 再 生 設 計 案

の 制 作  

環 境 意 識

や 資 源 活

用 の 責 任

感 を 育 む  

環 境 問 題 に

対 す る 社 会

的 責 任 の 認

識  

環 境 関 連

職 業 （ リ サ

イ ク ル ・ 設

計 ） へ の 理

解  

④  ク リ

エ イ

テ ィ

ブ・ク

ラ ス

ル ー

ル の

作 る

と 合

意 形

成  

学 級 の ル ー ル

を 児 童 自 ら 考

え 、 民 主 的 に

合 意 形 成  

① 班 級 生 活 の

観 察 → ② 創 意

的 ル ー ル 案 →

③ 全 体 で 協

議 ・ 決 定  

集 団 内 で

の 自 己 役

割 認 識 と

自 己 管 理

能 力 の 向

上  

集 団 の ル ー

ル 作 成 を 通

じ て 公 共 性

を 体 得  

職 場 で の

規 律 や 協

働 の ス キ

ル を 体 得  

⑤  コ ミ

ュ ニ

ティ・

娯 楽

施 設

の 設

計  

地 域 施 設 の 設

計 提 案 を 通 じ

て 、 他 者 の ニ

ー ズ を 理 解 し

貢 献  

① 施 設 観 察 ；

住 民 調 査 → ②

デ ザ イ ン 案 制

作 → ③ 共 有 会

で 発 表  

共 感 力 や

地 域 社 会

へ の 理 解

を 深 め る  

地 域 ニ ー ズ

の 理 解 と 社

会 的 貢 献 の

実 践  

サ ー ビ ス

設 計 ・ 地 域

計 画 に 関

わ る 職 業

意 識 を 育

む  

（「 学 び の プ ロ セ ス 」 は 教 材 の 活 動 説 明 文 に 基 づ く 整 理 で あ り 、 レ リ バ ン ス の 分

類 は 筆 者 に よ る 解 釈 で あ る 。）  

こ の よ う に 、 第 六 学 年 の 単 元 構 成 は 、 生 活 に 根 ざ し た 課 題 を 起 点 と し な が ら 、

児 童 が よ り 広 い 社 会 的 ・ 職 業 的 世 界 と の 接 続 を 意 識 で き る よ う 設 計 さ れ て お り 、

個 人 的 ・ 社 会 的 ・ 職 業 的 レ リ バ ン ス が 相 互 に 補 完 し 合 う 構 造 を 備 え て い る 。 な か

で も 、「 サ ー ビ ス 労 働 」に 位 置 付 け ら れ た「 他 人 の 身 に な っ て 考 え て 真 の サ ー ビ ス

-コ ミ ュ ニ テ ィ・娯 楽 施 設 の デ ザ イ ン 」は 、地 域 社 会 と の 接 続 や 公 共 空 間 の 創 造 と

い う 点 で 、 社 会 的 レ リ バ ン ス と 職 業 的 レ リ バ ン ス の 融 合 が 明 瞭 に 確 認 で き る 事 例

で あ る 。  

次 節 で は ④ の 単 元 を 詳 述 し 、 児 童 が 地 域 と の 関 わ り の 中 で 個 人 の 考 え を 社 会 的

実 践 へ 接 続 し て い く プ ロ セ ス を 分 析 す る 。  

４ .４  項 目 単 元 構 成 -第 六 学 年 項 目 ４ 授 業 内 容 の 分 析  

第 六 学 年 の 「 サ ー ビ ス 労 働 」 に 属 す る 単 元 「 他 人 の 身 に な っ て 考 え て 真 の サ ー

ビ ス -コ ミ ュ ニ テ ィ・娯 楽 施 設 の デ ザ イ ン 」は 、児 童 が 地 域 社 会 と の 協 働 を 通 じ て

公 共 性 と 職 業 性 を 横 断 的 に 学 ぶ 典 型 事 例 で あ る 。 本 単 元 は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 内 の 娯
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楽 施 設 を 観 察 し 、 地 域 住 民 の ニ ー ズ を 把 握 し た 上 で 改 善 案 を 提 案 す る 活 動 を 通 じ

て 、「 社 会 参 加 」 と 「 公 益 （ common good） の 追 求 」 を 促 す こ と を 目 的 と し て い

る 。 授 業 は 「 調 査 -デ ザ イ ン -共 有 」 の 三 段 階 で 構 成 さ れ 、 児 童 は 異 な る 年 齢 層 の

ニ ー ズ に 対 応 し た デ ザ イ ン を 考 案 し 、 そ の 成 果 を 地 域 社 会 と 共 有 す る こ と に よ っ

て 貢 献 を 実 現 す る 構 成 と な っ て い る 。 本 節 で は 、 こ の 単 元 の 目 標 と 活 動 構 造 を 整

理 し 、 三 層 レ リ バ ン ス （ 個 人 的 ・ 社 会 的 ・ 職 業 的 ） の 観 点 か ら そ の 教 育 的 意 義 を

分 析 す る 。  

表 5.「他人の身になって考えて真のサービス -コミュニティ・娯楽施設のデザイ

ン」の授業過程  

項 目 名  他 人 の 身 に な っ て 考 え て 真 の サ ー ビ ス -コ ミ ュ ニ テ ィ ・ 娯 楽 施 設 の

デ ザ イ ン （ 約 6-7 時 間 数 ）  

領 域 分 類  サ ー ビ ス 業 労 働  第 六 学 年 項 目 4 

教 育 目 標  子 ど も に は 、自 ら が 生 活 す る 地 域 の 娯 楽 施 設 を 観 察 し 、地 域 住 民 に

よ る 施 設 利 用 に 関 す る 評 価 を 把 握 し 、改 善 の 必 要 性 が あ る 点 を 見 出

す こ と が 求 め ら れ る 。プ ロ ジ ェ ク ト 型 学 習 を 通 じ て 、身 近 な 娯 楽 施

設 の 課 題 を 発 見 し 、 そ の 解 決 に 向 け た デ ザ イ ン や 提 案 を 試 み る 。  

教 材  観 察 記 録 表 、現 場 の 写 真 /ビ デ オ 、ポ ス タ ー 用 紙 、図 面 用 紙 、付 箋 な ど の

デ ザ イ ン ツ ー ル  

単 元

①  

授 業

展 開  

（ 約

2 時

間

数 ）  

導

入  

設 計 の 最 初 の ス テ ッ プ は 観 察 で す 。 コ ミ ュ ニ テ ィ に 足 を 踏 み 入 れ

て 、コ ミ ュ ニ テ ィ 内 の 既 存 の 娯 楽 施 設 の ニ ー ズ を 観 察 し 、潜 在 的 な

問 題 を 発 見 し ま し ょ う 。  

展

開  

1： コ ミ ュ ニ テ ィ 内 の 娯 楽 施 設 は 多 種 多 様 で 、 外 観 と 機 能 が 異 な り

ま す 。こ れ ら は 、さ ま ざ ま な 年 齢 層 の ニ ー ズ を 満 た す こ と が で き る

の か 。 改 善 す べ き 点 は 何 ? 

2： コ ミ ュ ニ テ ィ の 娯 楽 施 設 に 対 す る 人 々 の 本 当 の ニ ー ズ を 知 る に

は 、ア ン ケ ー ト 、イ ン タ ビ ュ ー 、現 場 観 察 な ど の 方 法 が あ る 。今 回

の 任 務 で は 、複 雑 な シ ー ン を「 シ チ ュ エ ー シ ョ ン ・ オ ブ・ ロ ケ ッ ト

(境 遇 観 察 記 録 表 )」 ⑧ で 観 察 し 、 分 析 を 行 う 。  

3： 地 域 の 娯 楽 施 設 を 観 察 記 録 シ ー ト で 詳 し く 観 察 す る 。 慧 慧 さ ん

が 何 を 観 測 し た の か 。  

終

結  

慧 慧 さ ん の 結 論 を 参 照 し て 、 自 分 の 結 論 を 書 い て く だ さ い : 

「 私 は ＿ ＿ を 発 見 し た 、＿ ＿ が 原 因 で 、だ か ら ＿ ＿ 、そ れ に は ＿ ＿

が 必 要 で あ る 。」  

自

己

・ コ ミ ュ ニ テ ィ エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト 環 境 を 細 か く 観 察 で き る 。     

・ 設 計 ツ ー ル を 使 用 し て 設 計 調 査 と 分 析 で き る 。           
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評

価  

・ 一 般 的 な 娯 楽 施 設 の 種 類 と 機 能 を 識 別 で き る 。            

・ 生 活 シ ー ン に お け る 問 題 を 正 確 に 位 置 づ け る こ と が で き る 。      

反

省  

コ ミ ュ ニ テ ィ の 娯 楽 施 設 を 観 察 す る 中 で 、デ ザ イ ン の 重 要 性 を 認 識

し ま し た か ? 

単 元

②  

授 業

展 開  

（ 約

2－ 3

時 間

数 ）  

導

入  

コ ミ ュ ニ テ ィ の 娯 楽 施 設 の 革 新 的 な 設 計 に は 、住 民 の 真 の ニ ー ズ を

理 解 し 、住 民 の 視 点 で 問 題 を 体 験 し 解 決 策 を 見 つ け る こ と が 求 め ら

れ る 。  

展

開  

1： 高 齢 者 ・ 若 者 ・ 子 ど も た ち そ れ ぞ れ の ニ ー ズ を 認 識 す る … 施 設

を ど の よ う に 改 良 し 、再 創 造 す る か 、各 年 齢 層 の 住 民 の ニ ー ズ を よ

り よ く 満 た す こ と が で き る の か ? 

2： 施 設 計 画 の デ ザ イ ン を よ り 創 造 的 な も の に す る た め に 、 優 れ た

作 品 か ら イ ン ス ピ レ ー シ ョ ン を 受 け よ う ! 

3：「 ブ レ イ ン ス ト ー ミ ン グ 」 ⑨ と い う 思 考 ツ ー ル を 学 ぶ 。  

終

結  

地 域 住 民 が 本 当 に 必 要 と す る 娯 楽 施 設 を ど の よ う に 設 計 す る か 。

「 ブ レ イ ン ス ト ー ミ ン グ 」ツ ー ル を 使 っ て 、で き る だ け 多 く の ア イ

デ ア を 生 み 出 し て く だ さ い 。  

自

己

評

価  

・ 設 計 の 過 程 に お い て リ ア ル タ イ ム に 他 人 の ニ ー ズ を 考 慮 す る 。      

・ ク リ エ イ テ ィ ブ な 案 を 合 理 か つ 明 確 か つ 美 し く 表 現 で き る 。       

・ ユ ー ザ ー 調 査 を 計 画 的 に 行 い 、 ユ ー ザ ー デ ー タ を 収 集 で き る 。     

・ デ ー タ 分 析 を 行 い 、 デ ー タ の 重 点 を 掘 り 出 す 。            

反

省  

1.プ ロ ジ ェ ク ト の 設 計 に お い て 、利 用 者 の ニ ー ズ を ど の よ う に 考 慮

し て い る の か ? 

2.設 計 の 過 程 で 、 あ な た は デ ザ イ ン の 難 し さ に 気 づ き ま し た か ?サ

ー ビ ス 労 働 の 設 計 と 家 事 労 働 の 設 計 と は 何 が 違 う の か ? 

単 元

③  

授 業

展 開  

（ 約

2 時

間

数 ）  

導

入  

様 々 な デ ザ イ ン 案 を 作 成 し ま し た 改 善 の 方 向 を 見 つ け 、さ ら に 最 適

化 し 、 最 終 的 な ア イ デ ア 設 計 を 他 人 と 共 有 す る 。  

展

開  

1： 優 れ た シ ナ リ オ 設 計 は 、 革 新 性 、 合 理 性 、 安 全 性 、 そ し て 実 用

性 を 備 え て い る 必 要 が あ る 。他 者 の 視 点 を 取 り 入 れ る こ と で 、設 計

の 不 足 を 発 見 し 、謙 虚 に 最 適 化 を 図 る こ と が で き る 。ど の よ う に し

て 自 分 の 案 を 改 善 す る か ？  

2： あ な た の 改 善 方 針 は 何 で す か ？ 設 計 を ど の よ う に 最 適 化 す る 予

定 で す か ？ 改 善 提 案 を 基 に シ ナ リ オ の 初 稿 を 修 正 し ま し ょ う 。も し

改 善 提 案 が 予 備 案 に 反 映 で き な い 場 合 は 、新 し い 設 計 を 検 討 す る 必

要 が あ る 。  

終

結  

自 ら の デ ザ イ ン 案 を よ り 多 く の 人 に 知 っ て も ら う た め に 、“ デ ザ イ

ン 共 有 会 ” で 自 分 の ア イ デ ア の 成 果 を 展 示 す る 。  

自

己

・ サ ー ビ ス 労 働 の 価 値 を 語 る こ と が で き る 。              

・ 設 計 に 必 要 な 品 質 を 語 る こ と が で き る 。                



アジア教育文化ジャーナル 

第 8 巻 2026 年 3 月 

143 

 

評

価  

・ 改 善 後 の プ ラ ン は 合 理 性 が あ り 、 操 作 可 能 で あ る 。          

・ 展 示 中 に 積 極 的 な 交 流 が で き 、 グ ル ー プ の 協 力 能 力 を 表 現 で き

る 。    

労

働

開

拓  

プ ロ ジ ェ ク ト の 設 計 案 が 完 成 し た た め 、 次 は モ デ ル 制 作 に 挑 戦 す

る 。材 料 選 び か ら 日 常 の 工 具 使 用 、製 作 過 程 、時 間 管 理 ま で 、具 体

的 な 計 画 を 立 て て プ ラ ン を 実 現 し ょ う 。  

獲 得 す る

知 識 概 念  

娯 楽 施 設 、娯 楽 施 設 が 設 置 す る 意 義 、他 者 の 立 場 、シ チ ュ エ ー シ ョ

ン・オ ブ・ロ ケ ッ ト (境 遇 観 察 記 録 表 )、ブ レ イ ン ス ト ー ミ ン グ 、労

働 デ ザ イ ン 、 グ ル ー プ ワ ー ク 、 社 会 奉 仕  

発 展 学 習  コ ミ ュ ニ テ ィ エ ン タ ー テ イ ン メ ン 施 設 の 設 計 が 完 成 し た が 、最 終 的

な 作 品 は 満 足 し て い る か ?子 ど も の 皆 さ ん 、 自 分 の 思 考 や デ ザ イ ン

プ ロ セ ス を 地 域 住 民 に 共 有 し 、 作 品 に 対 す る 意 見 や 評 価 を 聞 い て 、

あ な た の デ ザ イ ン を よ り 完 璧 に し ま し ょ う 。  

出 典 ：『 労 働  教 師 指 導 要 書 』 小 学 校 段 階 ・ 上 巻 （ 浙 江 教 育 出 版 社 ）、 pp.146–150. 

（ 上 記 よ り 筆 者 作 成 ）  

表 5 に 示 す よ う に 、 本 単 元 は 「 調 査 -デ ザ イ ン -共 有 」 の 三 段 階 で 構 成 さ れ て お

り 、 そ れ ぞ れ が 異 な る 教 育 的 意 義 を 有 し て い る 。  

ま ず 調 査 段 階 で は 、 児 童 が 地 域 施 設 の 現 状 を 観 察 し 利 用 者 ニ ー ズ を 把 握 す る こ

と に よ り 、 日 常 生 活 と の 接 続 （ 個 人 的 レ リ バ ン ス ） と 地 域 課 題 へ の 理 解 （ 社 会 的

レ リ バ ン ス ） が 促 さ れ る 。 次 に デ ザ イ ン 段 階 で は 、 複 数 の ア イ デ ア を 統 合 し て 改

善 案 を 構 想 す る 過 程 を 通 じ て 、 創 造 的 企 画 力 や 問 題 解 決 力 と い っ た 職 業 的 レ リ バ

ン ス が 培 わ れ る と 同 時 に 、 公 共 性 の 配 慮 （ 社 会 的 レ リ バ ン ス ） も 求 め ら れ る 。  

最 後 に 共 有 段 階 で は 、 成 果 を 地 域 社 会 と 発 信 ・ 交 流 す る こ と に よ り 、 社 会 的 貢

献 を 実 感 し（ 社 会 的 レ リ バ ン ス ）、改 善・洗 練 を 繰 り 返 す 過 程 で 実 務 能 力 や 適 応 力

（ 職 業 的 レ リ バ ン ス ） が 養 わ れ る 。  

こ の よ う に 、 本 単 元 は 単 な る 技 能 訓 練 に と ど ま ら ず 、 児 童 が 生 活 ・ 社 会 ・ 職 業

を 横 断 的 に 結 び つ け る 学 び の 場 と し て 設 計 さ れ て い る  

４ .５  教 材 各 単 元 に お け る 三 層 レ リ バ ン ス 構 造 の 分 析 と 課 題  

本 教 材 の 学 習 活 動 は 、 Stuckey ら （ 2013） の 三 層 レ リ バ ン ス モ デ ル に 基 づ き 整

理 す る と 、 表 6 の よ う に 位 置 付 け ら れ る 。 各 単 元 は い ず れ も 三 層 を 含 み つ つ 、 活

動 の 性 質 に 応 じ て 強 調 点 が 異 な る 。「 単 元 1」は 生 活 経 験 や 公 共 理 解 を 基 盤 に 個 人

的 ・ 社 会 的 レ リ バ ン ス を 形 成 し 、 同 時 に 課 題 発 見 力 な ど 基 礎 的 職 業 的 レ リ バ ン ス
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も 育 む 。「 単 元 2」は 協 働 や 利 害 調 整 を 通 じ た 社 会 的 レ リ バ ン ス と 、計 画 立 案 ・ 改

善 ス キ ル と い っ た 職 業 的 レ リ バ ン ス を 統 合 的 に 促 進 す る 。「 単 元 3」は 地 域 住 民 と

の 交 流 に よ り 社 会 的 レ リ バ ン ス を 深 化 さ せ 、 成 果 物 改 善 を 通 じ て 職 業 的 ス キ ル の

定 着 を 意 図 し て い る 。 こ の よ う に 教 材 全 体 は 、 児 童 が 生 活 世 界 ・ 社 会 ・ 将 来 を 多

層 的 に 結 び 付 け る 構 造 を 備 え て い る 。  

 

 

表 6. 単元別にみるレリバンス三層構造の比較  

単 元  個 人 的 レ リ バ ン ス  社 会 的 レ リ バ ン ス  職 業 的 レ リ バ ン ス  

「 単 元 1 」

地 域 娯 楽

施 設 の 調

査 ・ 課 題

発 見  

・ 児 童 自 身 の 生 活 圏 に

存 在 す る 施 設 を 題 材

に 、 日 常 生 活 と の 結 び

付 き を 強 化  

・ 異 な る 年 齢 層 の 利 用

実 態 を 自 ら 観 察 し 、 個

人 的 経 験 と 照 合  

・ 地 域 施 設 の 公 共 的

機 能 や 課 題 を 把 握  

・ 住 民 の 多 様 な ニ ー

ズ を 比 較 検 討 し 、 公

共 性 の 理 解 を 深 め る  

・ 課 題 発 見 力 や 観 察 ・

分 析 力 を 養 成  

・ 事 実 認 識 に 基 づ く 問

題 設 定 の 基 礎 を 形 成  

「 単 元 2 」

改 善 案 ・

再 デ ザ イ

ン 構 想  

・ 自 身 や 家 族 ・ 友 人 が

利 用 す る こ と を 想 定 し

た 施 設 改 良 案 を 構 想  

・ 使 い や す さ や 快 適 さ

を 自 己 の 視 点 か ら 検 討  

・ グ ル ー プ 協 働 ・ 他

グ ル ー プ と の 意 見 交

換 を 通 じ 、 多 様 な 利

害 調 整 の プ ロ セ ス を

体 験  

・ 公 共 の 利 益 を 踏 ま

え た 意 思 決 定 を 実 践  

・ ブ レ イ ン ス ト ー ミ ン

グ や 計 画 立 案 を 通 じ て

創 造 的 思 考 力 ・ プ ロ ジ

ェ ク ト 管 理 能 力 を 育 成  

・ 実 務 的 な 改 善 ・ 設 計

ス キ ル を 獲 得  

「 単 元 3 」

評 価 ・ 改

善 ・ 共 有  

・ 自 分 が 関 わ っ た 成 果

物 を 振 り 返 り 、 達 成 感

や 自 己 効 力 感 を 得 る  

・ 地 域 住 民 と の 交

流 ・ フ ィ ー ド バ ッ ク

を 通 じ て 社 会 貢 献 の

意 義 を 実 感  

・ 成 果 物 が 社 会 に 及

ぼ す 影 響 を 理 解  

・ デ ザ イ ン 改 善 の 適 応

力 ・ 柔 軟 性 を 育 成  

・ 品 質 志 向 や 改 善 の 継

続 性 な ど 、 職 業 生 活 に

直 結 す る ス キ ル を 強 化  

 

も っ と も 、 こ の よ う に 三 層 レ リ バ ン ス を 意 識 し た 単 元 配 列 は 評 価 で き る 一 方 、

い く つ か の 限 界 も 確 認 で き る 。  

第 一 に 、活 動 テ ー マ が 地 域 娯 楽 施 設 の 設 計・改 善 に 集 中 し て お り 、環 境 、防 災 、

福 祉 、 産 業 と い っ た 他 領 域 と の 接 続 が 十 分 に 確 保 さ れ て い な い 。 そ の た め 、 児 童

が 幅 広 い 社 会 課 題 に わ た っ て 多 層 的 レ リ バ ン ス を 横 断 的 に 構 築 す る 機 会 が 制 約 さ
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れ て い る 。  

第 二 に 、 社 会 的 ・ 職 業 的 レ リ バ ン ス の 涵 養 は 地 域 住 民 と の 協 働 や 共 有 に 依 拠 し

て い る が 、 そ の 効 果 は 教 師 の 支 援 力 や 地 域 の 受 け 入 れ 体 制 に 大 き く 左 右 さ れ る 。

教 材 記 述 の 段 階 で は 、 制 度 的 制 約 や 実 施 条 件 へ の 具 体 的 配 慮 が 不 十 分 で あ り 、 学

習 効 果 の 安 定 性 に は 不 透 明 さ が 残 る 。  

第 三 に 、 計 画 立 案 力 や 改 善 志 向 と い っ た 職 業 的 資 質 が 、 児 童 の 将 来 の 職 業 生 活

や 市 民 的 資 質 へ ど の よ う に 展 開 す る か が 明 確 で は な い 。 特 に 、 価 値 意 識 と 結 び 付

け た 評 価 や 振 り 返 り の 仕 組 み が 弱 く 、 学 習 成 果 の 持 続 的 定 着 を 担 保 す る 工 夫 が 不

足 し て い る 。  

し た が っ て 、 本 教 材 は 多 層 的 レ リ バ ン ス を 統 合 す る 意 欲 的 構 成 を 有 す る も の の 、

そ の 効 果 を 安 定 的 か つ 持 続 的 に 保 証 す る に は 、 テ ー マ 設 定 の 多 様 化 、 地 域 連 携 の

制 度 的 補 強 、 学 習 成 果 の 内 面 化 を 支 え る 評 価 方 法 の 精 緻 化 が 不 可 欠 で あ る 。 こ れ

ら の 論 点 は 、 日 本 に お け る 「 社 会 科 -総 合 的 な 学 習 の 時 間 -キ ャ リ ア 教 育 」 の 接 続

課 題 を 考 え る 上 で も 重 要 な 示 唆 を 与 え る 。  

 

５ ．  お わ り に  

本 稿 は 、 中 国 で 新 設 さ れ た 教 科 「 労 働 」を 対 象 に 、 Bruner の レ リ バ ン ス 概 念 お

よ び Stuckey ら （ 2013） の 三 層 モ デ ル を 援 用 し 、 浙 江 省 版 教 材 に お け る 学 び の 意

味 づ け が 「 個 人 的 ・ 社 会 的 ・ 職 業 的 」 次 元 へ ど の よ う に 接 続 さ れ て い る か を 分 析

し た 。 分 析 の 結 果 、 教 科 「 労 働 」 は 作 業 技 能 の 習 得 に と ど ま ら ず 、 生 活 課 題 へ の

気 づ き を 起 点 と し て 公 共 性 の 理 解 へ 、 さ ら に 将 来 展 望 （ 職 業 観 ） へ と 学 び を 段 階

的 に 拡 張 さ せ る よ う 設 計 さ れ て い る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

以 上 の 分 析 結 果 を 、 本 稿 の 研 究 目 的 （ 浙 江 省 版 教 材 に お い て 、 各 単 元 ・ 活 動 の

意 味 づ け が 三 層 「 個 人 的 ・ 社 会 的 ・ 職 業 的 」 レ リ バ ン ス へ ど の よ う に 接 続 ・ 配 列

さ れ て い る か ） に 即 し て 整 理 す る と 、 次 の 三 点 に 要 約 で き る 。  

第 一 に 、『 義 務 教 育 労 働 課 程 標 準 』（ 2022） が 掲 げ る 「 労 働 観 念 ・ 労 働 能 力 ・ 労

働 習 慣 と 資 質 ・ 労 働 精 神 」 は 、 価 値 観 ・ 能 力 ・ 態 度 を 統 合 的 に 育 成 す る 方 向 性 を

与 え て お り 、 そ の 志 向 は 教 材 の 目 標 ・ 活 動 ・ 評 価 規 準 に も 反 映 さ れ て い る 。 す な

わ ち 、 教 材 は 技 能 習 得 の み な ら ず 、 労 働 の 意 味 を 価 値 づ け る 学 び と し て 編 成 さ れ

て い る こ と が 確 認 で き た 。  
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第 二 に 、 浙 江 省 版 教 材 の 配 列 は 、 低 学 年 の 生 活 自 立 （ 個 人 的 次 元 ） か ら 、 中 学

年 の 協 働 ・ 公 共 性 （ 社 会 的 次 元 ） を 経 て 、 高 学 年 の 課 題 解 決 ・ プ ロ ジ ェ ク ト 学 習

（ 社 会 的・職 業 的 次 元 を 含 む ）へ と 経 験 構 成 が 発 展 す る 原 理 を も つ 。こ れ に よ り 、

三 層 レ リ バ ン ス は 学 年 進 行 と と も に 段 階 的 に 接 続 さ れ 、 高 学 年 ほ ど 統 合 が 相 対 的

に 顕 在 化 す る 構 造 が 示 さ れ た 。  

第 三 に 、と り わ け 第 6 学 年 の プ ロ ジ ェ ク ト 型 単 元（ 例：「 コ ミ ュ ニ テ ィ ・娯 楽 施

設 の デ ザ イ ン 」） で は 、「 調 査 ― デ ザ イ ン ― 共 有 」 と い う 過 程 を 通 じ て 、 生 活 に 根

ざ し た 課 題 （ 個 人 的 レ リ バ ン ス ） が 社 会 的 実 践 へ 接 続 さ れ 、 公 共 性 と 職 業 性 （ 設

計 ・ 改 善 ・ 発 信 を 伴 う 将 来 展 望 ） が 交 差 す る 構 造 が 具 体 的 に 把 握 で き た 。 単 元 レ

ベ ル で は 、 三 層 が 並 列 に 置 か れ る の で は な く 、 学 習 過 程 の 展 開 に 沿 っ て 相 互 に 連

結 さ れ る か た ち で 意 味 づ け が 構 成 さ れ る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

一 方 で 、 教 材 の 構 成 に は 課 題 も 残 る 。 第 一 に 、 活 動 テ ー マ が 地 域 娯 楽 施 設 の 改

善 に 偏 り 、 環 境 ・ 防 災 ・ 福 祉 等 の 他 領 域 と の 接 続 が 限 定 さ れ て い る 。 第 二 に 、 社

会 的 ・ 職 業 的 レ リ バ ン ス の 成 立 が 地 域 連 携 や 教 師 の 支 援 力 に 左 右 さ れ や す く 、 実

施 条 件 の 具 体 化 が 教 材 段 階 で は 十 分 と は い え な い 。 第 三 に 、 職 業 的 資 質 が 将 来 の

職 業 生 活 や 市 民 的 資 質 へ ど の よ う に 展 開 す る か に つ い て 、 評 価 ・ 振 り 返 り の 設 計

が 相 対 的 に 弱 く 、 学 習 成 果 の 内 面 化 を 担 保 す る 工 夫 が 課 題 と し て 残 る 。  

以 上 よ り 、 教 科 「 労 働 」 を 三 層 レ リ バ ン ス の 観 点 か ら 捉 え る こ と で 、 公 民 性 形

成 と キ ャ リ ア 形 成 を 連 続 的 に 把 握 す る 分 析 視 角 を 提 示 し た 点 に 本 稿 の 意 義 が あ る 。

加 え て 、単 元 の 目 標・活 動・評 価 規 準 に も と づ く レ リ バ ン ス・マ ッ ピ ン グ に よ り 、

単 元 間 の 意 味 づ け の 配 置 と 接 続 を 可 視 化 す る 手 法 を 具 体 化 し た 。 こ れ ら は 、 日 本

の 社 会 科 お よ び 総 合 的 な 学 習 の 時 間 に お い て 「 生 活 ― 社 会 ― 将 来 」 を 接 続 す る 学

習 設 計 を 検 討 す る 際 の 参 照 枠 と な り う る 。  

た だ し 本 稿 は 教 材 分 析 に 限 定 さ れ て お り 、 学 習 者 の 学 習 過 程 や 意 識 変 容 を 実 証

的 に 検 討 し た も の で は な い 。 今 後 は 授 業 観 察 や イ ン タ ビ ュ ー 等 を 通 じ て 、 教 材 設

計 が 実 際 の 学 習 経 験 と ど の よ う に 往 還 し う る の か を 検 証 す る と と も に 、 地 域 ・ 学

校 条 件 の 差 異 を 踏 ま え た 比 較 検 討 を 進 め る 必 要 が あ る 。  
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【 注 】  

① 「 令 和 の 日 本 型 学 校 教 育 」 の 構 築 を 目 指 し て ～ 全 て の 子 供 た ち の 可 能 性 を 引 き

出 す 、個 別 最 適 な 学 び と 、協 働 的 な 学 び の 実 現 ～（ 答 申 ）（ 中 教 審 第 228 号 ）、

https://www.mext.go.jp/content/20210126 -mxt_syoto02-000012321_2-4.p

df（ 2025-8-6 ア ク セ ス ）  

② 次 の 資 料 を 参 考 し た 。『 今 後 の 学 校 に お け る キ ャ リ ア 教 育・職 業 教 育 の 在 り 方 に

つ い て （ 答 申 ）』（ 中 央 教 育 審 議 会 、 平 成 23 年 1 月 31 日 ）、『 小 学 校 キ ャ リ ア

教 育 の 手 引 き 』（ 2022 年 3 月 ）、『 中 学 校 ・ 高 等 学 校 キ ャ リ ア 教 育 の 手 引 き 』

（ 2023 年 3 月 ）、（ 2025-9-6 ア ク セ ス ）  

③ “第 Ⅷ 章  第 1 節  ア メ リ カ ”、日 本 キ ャ リ ア 教 育 学 会 編（ 2020）、キ ャ リ ア 教 育 概

説 、 東 洋 館 出 版 社 、 174 -177 頁 。  

④ “第 Ⅷ 章  第 3 節  ド イ ツ ”、 日 本 キ ャ リ ア 教 育 学 会 編 （ 2020）、 キ ャ リ ア 教 育 概

説 、 東 洋 館 出 版 社 、 182 -185 頁 。  

⑤  以 下 の 資 料 を 参 考 し た 。『 浙 江 省 大 中 小 学 労 働 教 育 実 施 指 南 』『 浙 江 省 中 小 学 労

働 教 育 行 動 方 案 』、浙 教 教 材（ 2022）4 号 、2022 年 1 月 。https:// jyt .z j .gov.

cn/module/download/do wnfi le . jsp?class id=0&f i lename=65c9c991067d45e68

b9a97ea9a1d63bb.doc（ 2025-8-8 ア ク セ ス ）  

⑥ 中 教 審「 今 後 の 学 校 に お け る キ ャ リ ア 教 育・職 業 教 育 の 在 り 方 に つ い て（ 答 申 ）」

（ 2011） で は 、 キ ャ リ ア 教 育 を 再 定 義 し 、 キ ャ リ ア 教 育 の 基 本 的 方 向 性 に 対

し て 、「 幼 児 期 か ら 高 等 教 育 ま で の 体 系 的 な キ ャ リ ア 教 育 」「 基 礎 的 知 識 ・ 技

能 の 育 成 と そ の 応 用 能 力 の 拡 充 」「 生 涯 キ ャ リ ア 形 成 を 支 援 す る 学 校 の 機 能 」

こ の 三 つ を 提 起 し た 。  

⑦ 次 の 内 容 を 参 考 し た 。 中 国 教 育 部 （ 2022）『 対 十 三 届 全 国 人 大 五 次 会 議 第 1224
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Characteristics of Relevance Construction in the Chinese 

Subject “Labor”:  

Exploring an Integrated Curriculum of Citizenship Education 

and Career Education in Primary Education  

 

SHI Pengyu (Graduate  Student,  Okayama University)  

 

Abstract  

 

This s tudy aims to analyze the structure of  teaching materials used in the 

newly establ ished school subject Labor in China, in troduced in 2022, and to  

present a perspect ive for deepening an integrated unders tanding of ci tizenship  

education and career educa tion. In Japan,  al though the conceptual convergence 

between these two f ields has advanced, the des ign of subjects  and teaching 

mater ials is  st il l treated in a fragmented manner, and the lack of an in tegrated 

framework remains a challenge. To address  th is i ssue, this s tudy analyzes the 

Zhejiang edit ion of Labor textbooks  based on Bruner ’s concept of relevance 

and the three -dimensional model proposed by Stuckey et al .  (personal, societal,  

and vocational relevance).  The analys is reveals that these textbooks em phasize 

independence in dai ly life at the lower elementary level , while placing greater  

importance on publicness and vocational awareness at the upper elementary 

level.  In  th is way, they are s tructured to  enable chi ldren to gradually  connect  

“l ife,  society,  and future.”  At the same time,  some challenges  were also  

identified,  including a one-s ided emphas is on publicness and issues  concerning 

diversi ty and balance.  

These f indings offer important  implications for reconstructing a more 

organic connection between ci tizenship  education and career education in  

Japan, and for advancing “Reiwa-style school education” in ways that respond 

to social change.  

 


	1. 狭義と広義の「介護サービス」
	狭義の介護サービスとは、高齢者に対して生活支援や介護サービスを提供し、高齢者の特別な生活ニーズを満たすサービス産業を指す。例えば、国務院弁公庁が転送した《全国老齢委員会弁公室と発展改革委員会などの部門による高齢者介護サービス産業の加速的発展に関する意見》（国務院弁公庁発〔2006〕6号、2006年2月9日）には、「介護サービス産業とは、高齢者に生活支援と介護サービスを提供し、高齢者の特別な生活ニーズを満たすサービス産業である」と指摘されている。
	2. 介護サービス人材
	国家民政部、国家発展改革委員会、教育部、財政部、人力資源社会保障部、住宅・都市農村建設部、農業農村部、商務部、国家衛生健康委員会、市場監督総局、税務総局、全国高齢委員会など12部門が共同で公布した《介護サービス人材隊伍の強化に関する意見》（国家民政部発〔2023〕71号、2023年12月31日）は、介護サービス人材とは、一定の介護サービスに関する専門知識と技能を有し、在宅、地域、施設などさまざまな場面において、高齢者に生活支援、リハビリサービス、緊急救援、精神的慰め、心理相談など多様なサービスを...
	二、中国における人口高齢化の新しい状況と介護サービスの新たな需要
	1. 人口高齢化の急速な進展
	2024年末時点で、全国の60歳以上の高齢人口は3億1,031万人に達し、総人口の22.0％を占めている。65歳以上の高齢人口は2億2,023万人で、総人口の15.6％を占めている。2015年から2024年にかけて、全国の60歳以上高齢人口の数とその総人口に占める割合は一貫して増加してきた。
	2. 高齢人口割合の今後の上昇傾向

	3. 介護サービス需要の巨大性
	4．健康ケア師（長期介護師）
	表３　介護支援専門員養成制度の変遷と政策的意図
	５． おわりに
	ただし本稿は教材分析に限定されており、学習者の学習過程や意識変容を実証的に検討したものではない。今後は授業観察やインタビュー等を通じて、教材設計が実際の学習経験とどのように往還しうるのかを検証するとともに、地域・学校条件の差異を踏まえた比較検討を進める必要がある。
	【注】
	①「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）（中教審第228号）、https://www.mext.go.jp/content/20210126-mxt_syoto02-000012321_2-4.pdf（2025-8-6アクセス）
	⑤ 以下の資料を参考した。『浙江省大中小学労働教育実施指南』『浙江省中小学労働教育行動方案』、浙教教材（2022）4 号、2022年1月。https://jyt.zj.gov.cn/module/download/downfile.jsp?classid=0&filename=65c9c991067d45e68b9a97ea9a1d63bb.doc（2025-8-8アクセス）
	⑥中教審「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答申）」（2011）では、キャリア教育を再定義し、キャリア教育の基本的方向性に対して、「幼児期から高等教育までの体系的なキャリア教育」「基礎的知識・技能の育成とその応用能力の拡充」「生涯キャリア形成を支援する学校の機能」この三つを提起した。
	⑦次の内容を参考した。中国教育部（2022）『対十三届全国人大五次会議第1224号建議的答复』、教財建会議「2022」、80号。
	⑧境遇観察のフレームワーク(原文：情境観察記録表)：はAEIOUツールによって開発したものである。労働教師用書、浙江教育出版社、148頁参照。
	⑨ブレインストーミング（原文：头脑写作；英文：Brainwriting）：複数人で回覧板式にアイデア発想シートを回して、アイデアを引継ぎ合いながら広げていく手法である。労働教師用書、浙江教育出版社、148頁参照。
	【引用・参考文献】（日本語文献、中国語文献、英語文献の順）
	青木多寿子・杉田進太朗・山﨑麻友、2021、“中学校の「職場体験」を生かした複数教科横断的なキャリア教育の開発:教科学習と学校生活、社会生活のレリバンス構築を目指して”、岡山大学教師教育開発センター紀要、11号、195-209頁。
	伊藤一雄、2020、“第21章 職業・キャリア教育の視点から見た高大接続”、多様化時代の社会科授業デザイン、金子邦秀監修、学校教育研究会編、晃洋書房、216-225頁。
	岩橋嘉大・行壽浩司・中山智貴・福田喜彦・田中伸・吉水裕也、2024、“社会的レリバンスを構築する社会科公民の授業開発:子どもの未来イメージに着目して”、岐阜大学教育学部研究報告.人文科学、72(2)、21-30頁。
	加納隆徳、2024、“キャリア形成と公民教育”、社会科教育事典、日本社会科教育学会編、ぎょうせい、208-209頁。
	桑原敏典、2009、“キャリア教育”、小学校の社会科を読み解く：平成20年告示新学習指導要領解説、日本文教出版、2009年版、40-45頁。
	關浩和、2024、“第六章第2節　令和型学校教育の展望”、レリバンスの構築を目指す令和型学校教育、關浩和・吉川芳則・河邉昭子編著、風間書房、381-390頁。
	田中伸、2022、“レリバンス”、社会科重要用語事典、棚橋健治・木村博一編著、明治図書、126頁。
	寺田光宏・山口健三・大場愛絵、2019、“理科教育におけるレリバンスに関する一考察：Stuckeyらのレリバンスモデルに注目して”、日本科学教育学会研究会研究報告、33(8)、41-46頁。
	本田由紀、2005、若者と仕事：「学校の経由の就職」を超えて、東京大学出版社、145-178頁。
	真島聖子、2024、“キャリア教育と社会科”、社会科教育事典、日本社会科教育学会編、ぎょうせい、358-359頁。
	【外文文献】
	艾兴・李佳、2020、“新中国中小学劳动教育课程设置：演变、特征与趋势”、教育科学研究、18-24頁。
	檀传宝、2020、“加强劳动教育一定要贯彻与时俱进的原则”、人民教育、2020（8）、17-18頁。
	徐长发、2018、“新时代劳动教育再发展的逻辑”、教育研究、2018年版第11期、12-17頁。
	楊玲、2023、“浅析新课标中的劳动教育”、中国教育学刊(S1)、48-50頁。
	殷爽、2024、“「社会に開かれた教育課程」に関する中国の政策と実践の一考察:教育方法と技術の視点から”、教育経営学研究紀要、23号、49-57頁。
	浙江省教育庁教研室、2021、労働教師用書、浙江教育出版社。
	中华人民共和国教育部、2022、义务教育课程方案、北京师范大学出版社。
	中华人民共和国教育部、2022、义务教育劳动课程标准、北京师范大学出版社。



